
科学研究は、研究者の関心、研究資金、技術的制約、経済合理性などによって、その対象が限定されて
きた。その結果、科学的・社会的に重要でありながら、十分な研究資源が投入されてこなかった問題が数
多く存在する。希少疾患、個人差の大きな病態、地域固有の健康課題などは、その典型例である。これら
は、いわば「科学のロングテール」を形成している。

人工知能（AI）は、この構造を根本から変える可能性を持つ。AI は人間の研究活動を支援する道具か
ら、自律的に仮説を生成し、実験を設計・実行し、科学的発見を生み出す存在へと進化しつつある。ノーベ
ル賞級の科学的発見を自律的に行う AI の実現を目指す「Nobel Turing Challenge」 は、その方向
性を示す取り組みである。

AI Scientist や研究室の自動化が進展すれば、科学的探索のコストは大幅に低下し、研究開発の経済
性そのものが変化する可能性がある。従来は研究資源や市場規模の制約によって取り組むことが難し
かった膨大な問題群が、新たな科学的探索の対象となり得る。これは単なる研究の効率化ではなく、研
究課題の選択や資源配分、さらには科学的発見から社会実装に至るイノベーションの構造そのものを変
える可能性を意味する。

本講演では、AI による自律的科学発見の進展を踏まえ、科学研究の経済性がどのように変化し得るの
か、そして、その変化が従来は見過ごされてきた多様な課題への取り組みを可能にする「ロングテール・イ
ノベーション」をいかに生み出すのかを展望する。医療・健康・ウェルビーイングを含む幅広い領域で、科
学とイノベーションの新たな可能性を考察する。
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AIは,科学のロングテールを解き放つ
― 科学研究の経済性が変わるとき ―
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誰もが参加し繋がることでウェルビーイングを実現する都市型ヘルスコモンズ共創拠点
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